
































































中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会 
情報・技術ワーキンググループ（第５回） 

意見 

                                                                                                           望月覚子 

資料３の P24,25 について 

 

事務局から提案していただいた案について特に異論ありません。 

 

小学校と中学校のつながりについては、学びやすく考えられていると感じます。 

特に、小学校でプログラミングを体験し生成 AI の特性に触れ、中学校でアルゴリズ

ムとプログラムや生成 AI の仕組みを学んでいるところなど、体験から理論に入って

いけるようになっていると思います。 

 

また、（４）総合実習については、領域を横断して、個人の興味に合わせて探究するこ

とができるのではないかと期待しております。 

 

なお、本 WG での検討事項ではありませんが、２点感じたことを挙げます。 

１つ目です。研究開発学校として情報の時間に取り組んだ本市の高森台中学校で

は、総合的な学習の時間に情報の時間に身につけた資質能力を活用して、個人探究

に取り組んできました。 

各教科や総合的な学習の時間での探究への繋がりを考えると、技術科で学んだこと

をつなげていくための「高次の資質能力」が現場に理解されるために、中学校側が小

学校での「ミニ探究ユニット」等の取り組みを適切に把握できる体制を整えることが大

切だと思います。 

２つ目です。このように新たな学びが入ってくるため、各校での環境整備が必要にな

ります。当然のこととは思いますが、このことについての検討も必要と強く感じました。 
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意見                                            鈴木 款 

 
 

中学校情報・技術科資料 24P における修正案 
 
（３）情報技術の発展と社会(仮称) 
(概要) 
情報技術が生産技術の基盤となり社会を支えていることを学び、倫理や人権、公共性及び安
全を踏まえ、社会課題の解決に寄与する情報技術の役割を理解する （例．社会課題を解決す
る IoT モデルの開発による問題解決等） 
 
想定される高次の資質・能力のイメージ 
 
知識及び技能の統合的な理解 
情報技術が、多様な技術を組み合わせて情報システムを構築することを見いだし、情報の信
頼性や影響を吟味して捉える視点を含め、情報技術を活用して情報システムを評価・改善す
ることが、人権を尊重し、豊かな生活や民主的で持続可能な社会につながることを理解する。 
 
思考力、判断力、表現力等の総合的な発揮 
情報技術の正負の側面に配慮しつつ、情報の受発信が自他の安全や尊厳、公共性に及ぼす影
響を踏まえ、情報技術を基盤とする多様な技術を組み合わせ、倫理観に基づいて問題を解決
するための情報システムを構築し表現、評価・改善できる。 
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資料３「中学校情報・技術科（仮称）及びにおける目標、内容と高次の資質能力につ

いて」事務局からの御提案について、賛同いたします。 

そのうえで、小・中・高の情報活用能力の抜本的向上を体系性・系統性を鑑みた時

に、さらにより良きものにできたらと思い、コメントさせていただきます。 

P24 について 

高次の資質能力の記述を見ると、（１）では「自動化する情報処理の手順を設計

し、」（３）「情報システムを構築し、」などの記述があり、「プログラミング教

育」が多く取り入れられているように見受けられます。ぜひ、情報活用能力がプログ

ラミングに偏らず、小学校で身に付けてきた様々な要素の情報活用能力が、バランス

よく育っていくという体系性をわかりやすく示せるとよいのではないかと思います。 

そのため、今後の具体的な内容の話とともに、ということになると思いますが、情報

活用能力の 3 つの要素の中の各要素の体系的な学びが、小学校・中学校・高等学校で

どのように繋がり、具体的にどのような内容で深まっていくのか、その結果としてど

のように情報活用能力が抜本的に向上していくのか、小・中・高等学校の教員が互い

に参照可能な一つの大きな体系図として、表されていくと、それぞれの発達段階での

ゴールイメージが現場の先生を含む誰にでも分かりやすくなり、それぞれが子供たち

を送り出す先や育ってきた道のりを意識して情報活用能力を育成していけるようにな

るのではないかと思います。 

 

P25 の（４）総合実習については、小学校の総合的な学習の時間とどのように繋がっ

ていくのか、また、情報・技術科（仮称）で学んだことが中学の総合的な学習の時間

を含む各教科等で発揮されていくのか、などについてもわかりやすく示していけると

よいと思いました。 
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なお、本 WG での検討事項ではありませんが、２点感じたことを挙げます。 

１つ目です。研究開発学校として情報の時間に取り組んだ本市の高森台中学校で

は、総合的な学習の時間に情報の時間に身につけた資質能力を活用して、個人探究
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各教科や総合的な学習の時間での探究への繋がりを考えると、技術科で学んだこと

をつなげていくための「高次の資質能力」が現場に理解されるために、中学校側が小

学校での「ミニ探究ユニット」等の取り組みを適切に把握できる体制を整えることが大
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